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学
習
で
使
う
石
盤
は
全
て
外
国
か
ら
の
輸
入
品
で
あ
っ
た
。

再
度
雄
勝
を
訪
れ
た
山
本
氏
は
こ
れ
を
大
い
に
嘆
き
玄

昌
石
で
石
盤
を
造
り
、輸
入
を 
阻 
ん
だ
。地
元
民
と
図
り

は
ば

資
金
を
募
り
開
進
社（
の
ち
開
運
社
改
め
）を
設
立
、東

京
築
地
に
支
店
を
置
い
て
販
路
の
拡
大
を
計
り
輸
入
品

は
大
い
に
減
少
し
た
。

　

こ
れ
は
わ
が
国
に
お
け
る
石
盤
の
製
造
の
事
始
で
あ
る
。

そ
の
時
期
、西
南
の
役
が
定
ま
り
国
事
犯
の
徒
を
全
国
の

監
獄
に
送
っ
た
が
、こ
こ
雄
勝
に
も
分
監
を
設
置
し
囚
人

に
こ
の
業
を
就
役
さ
せ
益
々
業
勢
は
伸
張
し
た
。そ
し
て

宮
内
庁
か
ら
宮
殿
の
屋
根
材
に
す
る
た
め
十
万
枚
の
発

注
が
あ
っ
た
。開
運
社
は
斯
業
の
光
栄
と
し
て
日
夜
製
造

を
励
み
こ
れ
を
納
入
し
た
。明
治
十
四
年
春
山
兄（
山
本

儀
兵
衛
）は
深
く
感
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
社
務
を
岩
出

某
に
授
け
、退
社
し
て
東
京
に
帰
っ
た
。巧
を
と
げ
名
を

成
し
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

　

以
来
こ
の
業
は
止
む
こ
と
な
く
発
展
し
、雄
勝
の
戸
口

は
増
え
今
で
は
十
五
浜
の
首
邑
と
な
り
、そ
の
採
石
は
近

隣
部
落
十
余
所
に
及
び
、就
業
者
二
千
数
百
名
、一
年

の
産
額
も
二
十
余
万
円
を
下
ら
な
い
状
態
で
、業
に
従

う
も
の
は
一
生
安
ら
か
で
貧
し
さ
や
ひ
も
じ
さ
を
知
ら
な

い
の
で
あ
る
が
、そ
れ
は
何
事
も
山
兄
の
恩
悪
に
よ
る
も
の

が
大
で
あ
る
。山
兄
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
す
で
に
五
年
、旧

友
同
士
兄
に
対
す
る
哀
募
や
み
が
た
く
、同
士
を
募
り

雄
勝
公
園
に
碑

を
建
て
、事
の 
謂 

い
わ

れ
を
書
し
て
こ

れ
を
後
人
に
語

り
繋
ぐ
も
の
で

あ
る
。こ
こ
に
し

る
す
。

　

石
巻
市
雄
勝
硯
伝
統
産
業
会
館
の
玄
関
口
に
あ
る

「 
玄  
昌  
石  
開  
鑿 
業
紀
功
碑
」に
つ
い
て
は
、以
前
雄
勝
町

げ
ん 
し
ょ
う 
せ
き 

か
い 

さ
く

の
広
報
紙
で
紹
介
し
ま
し
た
が
、新
市
の
皆
さ
ん
に
も
改

め
て
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。こ
の
碑

は
、石
盤
・
ス
レ
ー
ト
産
業
の
基
盤
確
立
に
貢
献
し
た
山

本
儀
兵
衛
の
功
績
を 
称 
え
る
た
め
に
、当
初
雄
勝
公
園

た
た

に
造
立
さ
れ
た
も
の
で
、碑
文
は
六
百
四
十
字
ほ
ど
の
漢

文
で
綴
ら
れ
、内
容
は
次
の
よ
う
に
訳
さ
れ
て
い
ま
す
。

<

解
説>

「
玄
昌
石
開
鑿
業
紀
功
碑
」

宮
城
県
知
事
従
四
位
勲
三
等
森
正
隆
の
額
を 
啓 
く

ひ
ら

（
抜
粋
）玄
昌
石
は
古
く
雄
勝
に
産
し
そ
の
鉱
脈
は
今
で

も
広
大
で
無
尽
蔵
の
富
源
で
あ
る
。雄
勝
石
と
も
玄
昌

石
と
も
言
わ
れ
黒
色
で
硯
や
屋
根
材
瓦
等
に
使
わ
れ
る
。

元
和
年
中
藩
祖
貞
山
公（
政
宗
公
）が
十
五
浜
路
に
猟

（
鹿
狩
り
）を
し
た
と
き
葛
西
氏
の
遠
縁
に
あ
た
る
奥
田

 
主  
計 
が
硯
二
枚
を
造
っ
て
献
上
し
た
。貞
山
公
は
そ
の
精

か
ず 

え

巧
さ
を
喜
び
硯
工
に
食
禄
を
給
し
、そ
の
鉱
区
を
止
め

山
と
し
て
子
孫
ま
で
業
を
継
い
で
、毎
年
硯
百
六
十
枚
を

製
し
て
藩
に
納
め
さ
せ
た
。明
治
維
新
で
廃
藩
に
な
り
硯

工
は
禄
を
止
め
ら
れ
山
は
国
に
帰
し
た
。

　

思
え
ば
明
治
六
年
自
分
は
横
浜
の
学
校
で
東
京
の
人

山
本
儀
兵
衛
を
知
っ
た
。彼
は
才
知
で
秀
才
で
あ
っ
た
。

商
才
に
も
優
れ
て
い
た
。「
知
弁
才
略 
尤  
敏 
商
機
」普
通

ゆ
う 

び
ん

以
上
で
山
兄
と
称
し
た
。山
本
氏
は
東
京
生
ま
れ
の
横

浜
の
学
校
で
本
町
出
身
の
永
沼
秀
実
氏
と
親
交
を
結
ぶ
。

こ
の
年
十
一
月
に
朝
廷
が
陰
暦
か
ら
陽
暦
に
変
わ
り
休

暇
を
利
用
し
て
帰
郷
す
る
永
沼
氏
に
同
行
す
る
。雄
勝

経
由
で
帰
る
際
、山
本
氏
は
硯
の
廃
坑
の
中
か
ら
一
片
の

玄
昌
石
を
持
ち
帰
っ
た
。こ
の
年
に
小
学
校
令
が
発
布
さ

れ
、全
国
各
地
で
校
舎
を
建
て
ら
れ
た
。当
時
、学
童
が

②　

歳
〜　

歳
代
の
方

40

50

　

ま
だ
ま
だ
大
丈
夫
と
思
っ
て
い
ま

せ
ん
か
？
生
活
習
慣
病
の
治
療
者
は
、

　

歳
代
か
ら
増
え
て
い
ま
す
。

50
　

生
活
習
慣
病
の
原
因
、「
動
脈
硬

化
」
は　

年
、　

年
か
け
て
じ
わ
じ

10

20

わ
と
進
行
し
、
あ
る
日
突
然
、
自
覚

症
状
も
な
い
ま
ま
、
脳 
梗  
塞 
！
、
心

こ
う 
そ
く

筋
梗
塞
！
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

若
い
う
ち
か
ら
健
診
を
受
け
て
、

自
分
の
体
に
関
心
を
持
っ
て
い
る
と
、

　

年
後
、　

年
後
に
大
き
な
違
い
が

10

20

出
て
く
る
は
ず
で
す
。

★
今
年
度
、
石
巻
市
国
保
の
目
標
は
、

　

受
診
率　

％
で
す
！

53

　

現
在
、
国
が
定
め
て
い
る
目
標
は
、

平
成　

年
度
で
受
診
率　

％
と
な
っ

24

65

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
達
成
す
る
こ
と
で
、
皆
さ

ん
の
健
康
が
維
持
さ
れ
、
保
険
料
の

負
担
も
増
や
さ
な
い
よ
う
に
で
き
る

と
い
い
で
す
ね
。

　

今
年
は
、
大
切
な
人
を
も
う
一
人

連
れ
て
、
健
診
へ
お
出
掛
け
く
だ
さ

い
！

★
そ
れ
か
ら「
特
定
保
健
指
導
」！

　

健
診
結
果
か
ら
見
え
る
、
あ
な
た

に
合
っ
た
生
活
習
慣
改
善
を
お
手
伝

い
で
き
る
よ
う
、
私
た
ち
ス
タ
ッ
フ

も
準
備
中
で
す
。

　

特
定
保
健
指
導
や
市
の
保
健
師
、

栄
養
士
を
、ぜ
ひ
、ご
活
用
く
だ
さ
い
。

問　

保
険
年
金
課（
内
線
2
3
3
4
）

★
今
年
も
特
定
健
診
が
始
ま
り
ま

す
！

　

平
成　

年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た

20

生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
の
「
特
定

健
診
」
で
す
が
、
そ
の
受
診
率
は
、

昨
年　

年
度
が　

・
１
％
に
な
り
、

21

４４

残
念
な
が
ら　

年
度
の
受
診
率　

・

20

４６

９
％
を
下
回
り
ま
し
た
。

★
健
診
受
診
率
に
注
目
す
る
わ
け

　

自
覚
症
状
が
な
い
ま
ま
に
進
行
す

る
脳
卒
中
や
心
臓
病
の
危
険
因
子
を

発
見
で
き
る
の
は
、
健
診
だ
け
で
す
。

自
分
の
体
の
状
態
を
知
り
、
生
活
の

仕
方
を
変
え
、
必
要
な
治
療
を
受
け

る
こ
と
で
、
生
活
習
慣
病
の
発
症
や

重
症
化
を
予
防
で
き
ま
す
。

　

健
診
を
受
け
る
方
が
増
え
、
自
分

の
体
に
合
っ
た
食
べ
方
や
動
き
方
を

し
て
健
康
を
維
持
し
、
生
き
生
き
と

生
活
で
き
る
方
が
増
え
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

★
特
定
健
診
の
対
象
者
は

　

特
定
健
診
は
、
加
入
す
る
保
険
者

で
の
実
施
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
対

象
者
は　

〜　

歳
の
方
全
員
で
す
。

40

74

注
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
の
は

①
医
療
機
関
で
治
療
中
の
方

　

健
診
の
検
査
項
目
に
は
、
通
常
の

診
療
で
は
受
け
て
い
な
い
項
目
が
含

ま
れ
て
い
ま
す
。

　

健
診
で
年
１
回
、
自
分
の
体
の

チ
ェ
ッ
ク
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
受
け
て
く
だ
さ
い
ね
。　

玄
昌
石 
開  
鑿 
業
紀
功
碑

か
い 

さ
く

石
巻
市
文
化
財
保
護
委
員　
 

木　

村　
　
　

満

６２

▲玄昌石開 鑿 業記功碑
さく
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子育て支援センターってどんなところ？
◎親子（祖父母と孫）で一緒に遊んだり、いろいろなお友だち（ママ友）と

楽しく子育ての情報交換ができます。もうすぐママになる方もどうぞ！

　いろいろなお友だちと親子で楽しく遊びましょう！

◎子育てのヒントが得られます。

◎居住地に限らず、どのセンターでもご利用できます。

�詳しい内容は、各センターだよりをご覧になるか、電話でお問い

合わせください。

◎電話相談、来所相談ができます。　～ひとりで、悩まないで～

市子育て支援センター
　（申・問　はまなす保育所内　�・FAX24-1260）

★あそびの広場

�０歳～１歳半　　７日�　１４日�　２８日�

�１歳半～２歳半　１日�　８日�　１５日�　２９日�

�２歳半～３歳半　２日�　９日�　１６日�　３０日�

�３歳半以上　　　４日�　１１日�　１８日�

★かまっこ広場　（ところ　釜会館）　　

�あそびの広場（１歳半以上）　　　７日�　２１日�

�かんがるー広場（０歳～１歳半）　１日�　１５日�　２９日�

★かもめ広場　（ところ　かもめ学園）　　

�あそびの広場（１歳半以上）　　　３日�　１７日�

�かんがるー広場（０歳～１歳半）　１１日�　２５日�

※いずれも午前１０時～１１時（受付　午前９時３０分～）　費用無料　

　申込不要

●ファミリーコンサート

　と　き　２４日�　午前１０時～１１時（受付　９時３０分～９時５０分）

　ところ　はまなす保育所ホール　　※費用無料　申込不要

なかよし保育園子育て支援センター
（申・問　�96-4551･FAX22-9881）

★親子教室　　

�１歳半～２歳半　１日�　８日�　　

�２歳半以上　　　１５日�　２２日�

★すくすく赤ちゃん

�ネンネ・寝返りグループ　　　３日�　１０日�

�ヨチヨチ・ハイハイグループ　１７日�　２４日�

★ツインズ・デー　１１日�　　　★孫育て広場　１８日�

※いずれも午前１０時～１１時３０分　　費用無料　申込不要

●料理教室　～幼児食～

　と　き　２５日�　午前１０時～　　

　定　員　５人（要予約）　持ち物　エプロン、三角布　費用無料　

牡鹿地区子育て支援
　（申・問　牡鹿総合支所保健福祉課　�45-2113）

★子育て支援事業　「ぐんぐんすくすく」　

３日�　午前１０時～　牡鹿第一保育所「戸外で遊ぼう」

２４日�　午前１０時～　牡鹿保健福祉センター（清優館）

　　　　「リトミック♪」高城和佳子先生

※事前に参加登録が必要です。

子子子子子子子子子子子子子育育育育育育育育育育育育育ててててててててててててて支支支支支支支支支支支支支援援援援援援援援援援援援援コココココココココココココーーーーーーーーーーーーーナナナナナナナナナナナナナーーーーーーーーーーーーー子育て支援コーナー

石巻市の人口と世帯数 平成２２年５月１日現在
（　 ）内は昨年同月比

78,865人  （－562人）

163,517人 （－1,345人）

84,652人 （－783人）

60,702世帯 （236世帯）

　「おもてなし」よく耳にする言葉です。

　先日、とある温泉宿にて、温泉卵の無料サービスを受け

ました。“たかが卵　されど卵”たいした大好物でもないのに、なんておいしいこと。

　我がまち“石巻のおもてなし”とは、何でしょぅか？やっぱり「アレ」ですかね！？

皆さん、なんだと思いますか。　 　ｂｙ　ＩＧＡ

ＦＡＸ電話番号相　　談　　場　　所
24-1260市子育て支援センター（はまなす保育所内）

22-988196-4551なかよし保育園子育て支援センター
62-235961-1601河北子育て支援センター（飯野川保育所内）

72-4670河 南子育て支援 センターパプラ
76-4521桃生子育て支援センター（キッズホーム）

◆◆◆ 編集後記 ◆◆◆

　河北子育て支援センター
（申・問　飯野川保育所内　�61-1601　FAX62-2359）

★あそびのひろば　

　開放日　毎週月・水・木曜日　午前１０時～１１時３０分

　持ち物　水筒（お茶または水）、着替え、手拭ハンカチ

★こそだてひろば　　午前１０時～１１時３０分

�長面老人憩の家　１日�　　�釜谷交流会館　　　８日�

�鶴家公民館　　　２２日�　　�後谷地老人憩の家　２９日�

　内　容　楽しい楽器を使って、リズム遊びをします。

　持ち物　水筒（お茶または水）、着替え、おしぼり、おやつ

●子育て講演会　　テーマ「母乳育児について」

　と　き　１６日�　午前１０時～１１時３０分

　ところ　河北子育て支援センター

　持ち物　水筒（お茶または水）、着替え、手拭ハンカチ

雄勝地区子育て支援
（問　雄勝総合支所保健福祉課　�57-３６１１）

★みんなのキッズひろば

～北上ひまわりキッズと一緒にあそびましょう～

　とき　９日�　午前１０時～１１時３０分　ところ　北上保健センター

河南子育て支援センターパプラ
　（申・問　�･FAX72-4670）

★わいわいサロン　河南農村環境改善センター（パプラ）　２階

　午前９時３０分～１１時３０分　　

持ち物　親子の飲み物、上靴、着替えなど

�０歳～１歳親子　１日�　８日�　１５日�　２２日�　２９日�

�２歳以上親子　　３日�　１０日�　２４日�

●スクエア子育てひろば「親子バス遠足」（後援　市社会福祉協議会）

　と　き　１７日�　午前９時３０分　パプラ出発〔雨天決行〕

　ところ　登米市米山町平筒沼ふれあい公園　　定員　５０組〔先着〕

　申込方法　参加費を添えて１５日�まで申し込みください。

●スクエア子育てひろば「まさえ先生の子育て講座」

　と　き　７月１日�　午前９時４５分～

　ところ　河南農村環境改善センター多目的ホール

　申込方法　参加費（200円）を添えて29日�まで申し込みください。

桃生子育て支援センター「キッズホーム」
（申・問　バイオ研修センター内　�７６-４５２１）

★あそびの広場　午前９時３０分～１１時３０分

�０歳～１歳親子　３日�　１０日�　１７日�　２４日�

�２歳以上親子　　２日�　９日�　１６日�　２３日�　３０日�　

�広場開放日　　　１日�　８日�　１５日�　２９日�

●どんぐり子育てひろば　「子育てセミナー」

　と　き　２２日�　午前１０時～１１時３０分

　ところ　永井いきいき交流センター　　講　話　親子ビクス

　講　師　わんや産婦人科助産師　佐藤　恵美先生

　参加費　１家族１００円

　申込方法　電話または、ＦＡＸで申し込みください。

北上地区ひまわり子育て支援
　（問　北上保健センター　�67-2301）

★ひまわりキッズ　午前１０時～１１時３０分　　

　持ち物　親子の飲み物、上靴、着替えなど

�北上公民館　　７日�　１４日�　２１日�　２８日�

�北上保健センター　２日�　９日�　２３日�


